
国
民
年
金
の
種
別
が
変
更
と
な
る
場
合
は
、

変
更
の
届
け
出
を
忘
れ
ず
に

　
国
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上
、
60

歳
未
満
の
す
べ
て
の
方
は
、
公
的
年

金
制
度
へ
の
加
入
が
法
律
で
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
の
加

入
種
別
は
3
種
類
あ
り
、
種
別
が
変

わ
っ
た
と
き
は
届
け
出
が
必
要
で

す
。
届
け
出
を
忘
れ
る
と
、
将
来
年

金
が
受
け
取
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
必
要
に
な
っ
た
場
合
は
、
忘
れ

ず
に
変
更
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

加
入
種
別　
第
1
号
被
保
険
者
＝
自

営
業
や
自
由
業
、20
歳
以
上
の
学
生
、

無
職
の
方
な
ど
、
第
2
号
被
保
険
者

＝
会
社
や
官
公
庁
に
勤
め
て
い
る
方

（
厚
生
年
金
の
加
入
者
）、
第
3
号
被

保
険
者
＝
第
2
号
被
保
険
者
に
扶
養

さ
れ
て
い
る
配
偶
者
が
対
象

種
別
変
更
と
な
る
ケ
ー
ス　
左
表　

問
合
せ　
千
代
田
年
金
事
務
所

☎
0
3
‒
3
2
6
5
‒
4
3
8
1

自
宅
の
防
犯
機
器
な
ど
の

購
入
費
用
の
緊
急
補
助
を
行
い
ま
す

高
齢
者
等
家
賃
債
務
保
証
制
度
保
証
料
の一部
を

助
成
し
て
い
ま
す

　
防
犯
対
策
用
と
し
て
購
入
・
設
置

し
た
防
犯
機
器
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

対
象　
区
内
在
住
の
方（
一
世
帯
１

回
限
り
）の
自
宅（
賃
貸
を
含
む
）に

設
置
・
購
入
し
た
防
犯
用
品（
4
月

1
日
以
降
購
入
分
）

※
令
和
7
年
度
の
申
請
者
は
対
象
外

対
象
用
品　
防
犯
カ
メ
ラ
・
カ
メ
ラ

　
60
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
、
障
害

者
世
帯
、
ひ
と
り
親
世
帯
に
、
区
内

の
民
間
賃
貸
住
宅
へ
転
居
す
る
際
の

家
賃
債
務
保
証
契
約
に
か
か
る
保
証

付
き
イ
ン
タ
ー
ホ
ン
・
ダ
ミ
ー
カ
メ

ラ
・
人
感
セ
ン
サ
ー
・
防
犯
フ
ィ
ル

ム
・
補
助
錠
・
防
犯
性
能
の
高
い
鍵

な
ど

補
助
額　
設
置
費
用
の
補
助
率
2
分

の
１（
上
限
額
１
万
円
）

申
込
方
法　
H
P
で
必
要
書
類
を
確

認
の
う
え
、
5
月
1
日（
金
）～
令
和

料
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
世

帯
所
得
な
ど
の
要
件
に
つ
い
て
詳
し

く
は
H
P
ま
た
は
問
合
せ
先
へ
。

問
合
せ　
住
宅
課
住
宅
管
理
係

9
年
1
月
29
日（
金
）ま
で
に
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
、
郵
送
ま
た
は
直
接
問
合

先
へ

問
合
せ　
安
全
生
活
課
安
全
生
活
係

（
区
役
所
５
階
）

☎
0
3
‒
5
2
1
1
‒
4
2
5
1

そ
の
他　
ポ
イ
ン
ト
利
用
分
は
対
象
外

☎
0
3
‒
5
2
1
1
‒
4
3
1
9

種別変更となる
ケース

変更後の種別・
届け出先

第2号被保険者が退職
した（第3号被保険者に
なる場合を除く／退職
する第2号被保険者に
扶養されていた第3号
被保険者も含む）、また
は第2号被保険者が65
歳に達し、老齢基礎年
金を受ける資格が発生

変 更 後　 第 1号被
保険者

届け出先　 お住まい
の区市町
村の国民
年金担当
窓口

第1号被保険者または
第3号被保険者が就職
して厚生年金に加入

変 更 後　 第2号被
保険者

届け出先　勤務先

厚生年金の加入者の扶
養になる

変 更 後　 第3号被保
険者

届け出先　 扶養者の
勤務先

■平和使節団
　世界の恒久平和を実現するために積極的に行動することを目指し、戦後50年の平成７年に「国際平和都市
千代田区宣言」を行いました。この宣言に基づき、先の大戦の激戦地沖縄、人類史上初めて原子爆弾の被害を
受けた広島・長崎へ、青少年を派遣しています。

派遣日程・内容・参加費

※ 参加費は派遣期間中の交通費・宿泊費・食事代・入館料などを含む。自己都
合でのキャンセルは、取消料が発生する場合あり

日程　7月23日（木）～25日（土）
訪問先（予定）　 対馬丸記念館、宜野湾市立博物館、フトゥキアブ、ひ

めゆりの塔・ひめゆり平和祈念資料館、平和の礎ほか
参加費　一般3万円、中高生3万円、小学生2万5,000円

沖縄

日程　8月5日（水）～7日（金）
訪問先（予定）　 原爆ドーム、平和記念式典、青少年平和の集い、広島

平和記念資料館ほか
参加費　一般2万円、中高生2万円、小学生1万円

広島

日程　8月8日（土）～10日（月）
訪問先（予定）　 長崎原爆資料館、永井隆記念館、青少年ピースフォー

ラム、平和祈念式典ほか
参加費　一般3万円、中高生3万円、小学生2万5,000円

長崎

事前・事後行事の日程（すべての参加が必須）
事前学習会 結団式 報告会

日時 6月14日（日）13時～16時 7月3日（金）18時30分～19時30分 9月11日（金）18時30分～19時30分
場所 区役所会議室
内容 自己紹介、グループワークほか 委嘱状交付、グループワークほか 派遣先ごとの報告

　沖縄、広島、長崎を訪問する平和使節団の参
加者を募集します。現地で戦争体験者から体験
談を聞き、資料館や戦跡を見学し、平和の大切
さを学びます。派遣後はその体験を区民に伝え
るなど、区の平和事業に協力いただきます。

対　　象　小学6年生以上20歳未満の方
定　　員　 合計21名程度（沖縄7名、広島7名、長

崎7名）
申込方法　 5月8日（金）までに、応募申込書（HP

からダウンロード可）と作文（様式自
由）をポータルサイト、または郵送で

　　　　　※ 作文は400～800字程度／平和につ
いての考え、派遣を通じて学びた
いこと、この経験を今後地域・学
校でどう生かすかという視点を盛
り込む

選　　考　 作文・面接（面接日は別途通知）、選考
結果は6月上旬（予定）に郵送で通知

問 合 せ　 国際平和・男女平等人権課国際平和
係☎03-5211-4165 〒102-8688九段
南1-2-1 

そ の 他　 注意事項などはHPで確
認を

平和使節団平和使節団にに参加しませんか参加しませんか～平和の大切さを学び伝える～

　近所のイベント情報やおすす
めスポット、子育てや生活の相
談、地域での“ちょっとした困
りごと”の投稿など、地域に関
わるさまざまな話題をシェアして千代田区をみん
なで盛り上げませんか。詳しくはHPで確認を

　経済センサス-活動調査は、日本におけ
る事業所・企業の経済活動の変動や動向
を、全国的および地域別に明らかにする
ことを目的に行っています。4月上旬に
郵送で調査書類を配布しました。回答が
済んでいない単独事業所と新設事業所に

は、5月上旬から調査員が訪問し、調査書類を再配布します。
忘れずに期限までに回答をお願いします。
回答方法　インターネット（推奨）または郵送
回答期限　6月8日（月）
問 合 せ　 調査の内容や回答方法＝コンタクト

センター 0120-138-102、IP電話
の場合☎03-6628-3662（10月30日（金）まで（平日
のみ）受け付け9時～18時）、その他＝統計課統計
調査係☎03-5211-4182

経済センサス-活動調査を実施中です

地域コミュニティアプリ
P
ピ ア ッ ザ

IAZZAに
千代田区エリアが開設！ 

イベントのこと、
みんなのこと、千代田区のこと

●イベント　 意外と知らない近場の
お出かけ情報を発見！ 

●おしえて　 暮らしのお悩み、質問を匿名で聞い
てみよう！

●おゆずり　 おもちゃなど、使わなくなったモノ
を譲り合おう！

PIAZZA（ピアッザ）でできること

 P
ピ ア ッ ザIAZZAでぐっと近くに！

問合せ　 コミュニティ総務課管理係
　　　　☎03-5211-4181
その他　無料（通信料のみ利用者負担）

他にも
機能

いっぱい！

▲ポータルサイト

▲HP

沖縄

広島

長崎

千代田区コールセンター　☎ 03ー3264ー3910 　令和 8年 4月 20日号（2）区政インフォメーション

本紙の情報は変更となる場合があります。 最新の情報は区のHPなどや問合せ先へご確認ください。




